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特別企画 調査部 

企業の次世代支援策 
仕事と子育てを両立させるためには、子育て中の人だけでなく、企業とそこに働
く人全体の問題としてとらえ、男性も含めた働き方の見直しが求めれます。調査
部が実施したビジネス・レーバー・モニター調査と、先進的な取り組みで知られ
る「資生堂」の事例取材を通じて、企業の次世代支援のあり方を探ります。 

□次世代育成支援対策推進法□ 
 次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ 、
育成される環境整備を進めるため「次世代
育成支援対策推進法」が2003年に成立しま
した。次世代法では、常時雇用する労働者
の数が300人を超える事業主は、今年４月1
日から「一般事業主行動計画」を策定した
旨を、速やかに都道府県労働局に届け出な
ければなりません。また、300人以下の事業
主にも、同様の努力義務が定められています。
厚生労働省によると今年６月末現在、行動
計画の届出率は全国平均で約６割。行動計
画を策定した企業は、目標の達成など一定
の基準を満たすことにより、都道府県労働
局長から認定を受け、認定された企業は、
その旨を示す表示（マーク）を商品や広告
などにつけることができます。 

□改正育児・介護休業法□ 
 今年4月から、育児・介護休業法が改正されました。育児関係のポイ
ントは以下の３点です。 
①対象労働者の拡大 
 期間を定めて雇用されるものも、申請時点で（1 ）同一の事業主に引
き続き雇用された期間が１年以上であること（2）子が１歳に達する日
を超えて雇用が継続することが見込まれること――のいずれにも該当す
れば、休業をとれるようになりました。 
②育児休業期間の延長 
　これまでは、子が１歳に達するまでが上限でしたが、１歳を超えても
（1）保育所に入所を希望しているが、入所できない（2）子の養育を行
っている配偶者で1歳以降の養育を予定していた者が死亡、疾病などで
子の養育が困難になった場合は、１歳6カ月に達するまで、休業期間が
延長されました。 
③子の看護休暇制度の創設 
　これまで努力義務だった、病気・けがをした子の看護のための休暇（小
学校就学前、年間5日）が、法律の中に制度として規定されました。 
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職
場
の
風
土
、所
得
保
障
が
課
題 

 
低

い
男
性
の
育
児
休
業
取
得 

今回のビジネス・レーバー・モニタ

ーの特別テーマ調査は、企業（103社）、

事業主団体（55団体）、単組（43組合）、

産業別労働組合（28組織）に、仕事

と家庭の両立支援や、子育て支援に

対する取り組み状況、さらに育児・

介護休業法改正や次世代法成立を踏

まえた対応などについて尋ねた。本

稿では、企業のアンケート調査結果

を中心に紹介する。 

 モニター調査は、インターネット

の専用回答ＷＥＢサイトを利用した

アンケート方式で、05年6月13日～

7月6日に実施。回答状況は、企業

が92社（回収率89.3％）、事業主団

体が54団体（回収率98.1％）、単組

が36組合（回収率83.7％）、産別が

25組織（回収率89.2％）。なお、回

答企業の属性については、製造業と

非製造業が半々で、従業員規模（パ

ート等非正規含む）は、100人未満

がゼロ、100～299人が4.3％、300

～999人が13.0％、1000人以上が

82.6％だった。 

ビジネス・レーバー 
モニター調査 

　
「
企
業
の
育
児
休
業
制
度
と
次
世
代
支
援
」

を
特
別
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・

レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
（
六
月
一
三
日

〜
七
月
六
日
実
施
）
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
企
業

に
、
育
児
休
業
の
制
度
や
利
用
実
態
と
と
も

に
、
男
性
の
取
得
促
進
の
た
め
の
課
題
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
で
策
定
が
求
め

ら
れ
て
い
る
行
動
計
画
の
具
体
的
中
身
な
ど

に
つ
い
て
聞
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
割

弱
の
企
業
で
女
性
の
育
休
取
得
率
が
九
〇
％

以
上
な
の
に
対
し
て
、
男
性
で
は
対
象
者
が

い
た
企
業
の
う
ち
七
七
・
八
％
が
取
得
者
ゼ

ロ
と
回
答
。
男
性
の
取
得
の
少
な
さ
が
際
だ

っ
て
お
り
、
取
得
を
促
す
た
め
に
は
、
「
上

司
・
同
僚
の
理
解
や
啓
蒙
な
ど
の
職
場
風
土
・

社
会
的
認
知
」
「
休
業
中
の
所
得
保
障
」
の

問
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す

る
企
業
が
多
い
。
次
世
代
法
の
行
動
計
画
で

も
、
育
休
中
の
支
援
体
制
強
化
と
と
も
に
、

「
男
性
の
休
業
取
得
促
進
や
育
児
休
暇
制
度

の
創
設
」
を
取
り
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
適
用
対
象
が
拡
大

さ
れ
た
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
へ
の
対
応

で
は
、
六
割
の
企
業
が
期
間
労
働
者
に
対
し

て
も
、
休
業
の
取
得
に
関
し
て
「
雇
い
入
れ

る
際
に
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。 

 

　
育
児
休
業
制
度
の
現
状 

  

四
割
が
一
歳
六
カ
月
超
を
上
限
に 

　
ま
ず
、
回
答
企
業
が
育
児
休
業
制
度
を
導

入
し
た
年
を
み
る
と
、
育
児
休
業
法
（
九
一

年
）
が
成
立
し
た
翌
年
に
あ
た
る
九
二
年
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
表
１
）。

八
九
年
以
前
で
は
、
五
〇
年
代
に
導
入
し
た

よ
う
な
先
駆
的
な
企
業
も
み
ら
れ
る
が
、
回

答
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
九
〇
年
代
以
降
か
ら

導
入
を
開
始
し
た
と
い
え
る
。 

 

現
行
の
育
児
休
業
制
度
の
対
象
と
な
る
子

の
上
限
年
齢
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
で
、

「
一
歳
六
カ
月
」
と
す
る
企
業
が
四
六
・
七

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
一
歳
ま
で
」

「
一
歳
六
カ
月
超
え
二
歳
未
満
」
が
と
も
に

一
五
・
二
％
、
「
三
歳
」
が
八
・
八
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
子
一
人
に
つ
き
取
得
可
能

な
休
業
の
回
数
に
つ
い
て
は
、
「
一
回
」
と

す
る
企
業
が
六
七
・
四
％
、
「
複
数
回
」
が

三
二
・
六
％
だ
っ
た
。
上
限
年
齢
を
休
業
の

取
得
回
数
別
に
み
る
と
、
取
得
回
数
が
「
一

回
」
と
す
る
企
業
よ
り
も
、
「
複
数
回
」
の

企
業
の
ほ
う
が
、
一
歳
六
カ
月
を
超
え
る
上

限
年
齢
で
あ
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る（
図

表
２
）。 

 

ま
た
、
小
学
校
就
学
ま
で
の
子
を
持
つ
従 
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業
員
が
利
用
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
は
、「
短

時
間
勤
務
制
度
」
が
五
七
・
六
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
所
定
外
労
働
を
さ
せ
な
い
制

度
」
が
五
二
・
二
％
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
」
が
四
四
・
六
％
、
「
始
業
・
終
業
時

刻
の
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
」
が
四
〇
・
二

％
な
ど
と
な
っ
て
い
る（
図
表
３
）。 

 

育
児
休
業
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
過
去

一
年
間
で
女
性
の
育
児
休
業
の
対
象
者
が
「
い

た
」
と
回
答
し
た
企
業
は
九
六
・
七
％
だ
っ

た
。
制
度
の
対
象
と
な
る
出
産
し
た
労
働
者

（
女
性
）
を
分
母
と
す
る
休
業
取
得
者
の
割

合
（
取
得
率
）
を
み
る
と
、
「
一
〇
〇
％
」

が
五
一
・
九
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
九

〇
％
以
上
一
〇
〇
％
未
満
」
が
二
七
・
三
％

と
な
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
八
割
弱
の
企
業

が
九
〇
％
以
上
の
取
得
率
だ
っ
た
。 

 

一
方
、
過
去
一
年
間
で
男
性
の
育
児
休
業

の
対
象
者
（
配
偶
者
が
出
産
し
た
労
働
者
）

が
い
た
と
回
答
し
た
企
業
は
五
九
・
八
％（「
対

象
者
は
い
な
か
っ
た
」が
三
九
・
一
％
）。
育

児
休
業
の
対
象
者
（
男
性
）
の
う
ち
の
育
児

休
業
の
取
得
状
況
を
み
る
と
、
七
七
・
八
％

の
企
業
で
取
得
者
な
し
と
な
っ
て
お
り
、
取

得
者
が
い
た
の
は
、
一
〜
二
人
な
ど
の
取
得

者
が
い
た
と
す
る
一
四
・
八
％
（
八
社
）
と

な
っ
て
い
る
。 

 

   

女
性

の
職
場
復
帰
後
の
退
職
、約
四
割 

 
調
査
で
は
、
過
去
一
年
間
に
、
職
場
復
帰

予
定
だ
っ
た
育
児
休
業
取
得
者
で
、
実
質
的

に
職
場
復
帰
せ
ず
に
退
職
し
た
従
業
員
が
い

た
か
（
職
場
復
帰
後
の
退
職
も
含
む
）
を
尋

ね
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
職
場
復
帰
の

該
当
者
が
い
る
企
業
で
は
、
退
職
し
た
従
業

員
が
「
い
た
」
と
す
る
企
業
が
四
四
・
八
％
、

「
い
な
か
っ
た
」
と
す
る
企
業
が
五
五
・
二

％
と
な
っ
て
い
る（
図
表
４
）。 

 

退
職
し
た
従
業
員
が
い
た
と
す
る
企
業
に

つ
い
て
、
退
職
の
原
因
を
自
由
記
述
で
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「
仕
事
と
育
児
の
両
立
が
困
難
」

と
す
る
理
由
が
最
も
多
い
一
方
で
、
「
育
児

に
専
念
し
た
い
」
と
の
従
業
員
側
の
意
思
に

基
づ
く
離
職
理
由
も
目
立
つ
（
た
だ
し
、
専

念
す
る
理
由
と
し
て
「
子
供
の
体
調
が
不
安
」

で
あ
る
こ
と
を
一
因
と
し
て
あ
げ
る
回
答
も

あ
っ
た
。
以
下
、
図
表
５
参
照
）。
ま
た
、

「
保
育
所
不
足
、
保
育
所
へ
の
送
迎
困
難
」

を
あ
げ
る
回
答
も
あ
り
、
「
保
育
園
が
見
つ

か
ら
ず
、
仕
事
と
の
両
立
が
困
難
な
た
め
」

や
「
保
育
所
の
預
か
り
時
間
、
送
迎
時
間
な

ど
の
理
由
か
ら
、
時
間
的
に
育
児
と
仕
事
の

両
立
が
難
し
く
な
っ
た
」
な
ど
を
理
由
と
し

て
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、
「
配
偶
者
の
転
勤
」

に
よ
り
退
職
し
た
従
業
員
も
あ
り
、
夫
婦
共
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働
き
に
よ
り
、
夫
の
転
勤
の
影
響
で
妻
が
離

職
し
た
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。 

   

男
性

の
育
休
に
必
要
な
職
場
の
理
解 

 

男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
を
促
進
す

る
課
題
に
つ
い
て
自
由
記
述
で
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
「
職
場
風
土
・
社
会
的
認
知
（
上
司
・

同
僚
の
理
解
や
啓
蒙
）
」
関
連
の
課
題
を
あ

げ
る
企
業
が
最
も
多
か
っ
た
（
以
下
、
図
表

６
）。
次
い
で
、
「
育
児
休
業
中
の
所
得
保

障
」
を
指
摘
す
る
意
見
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

記
述
に
よ
れ
ば
、
「
一
般
的
に
、
世
帯
の
所

得
の
多
く
を
男
性
労
働
者
に
依
存
し
て
お
り
、

雇
用
保
険
の
給
付
だ
け
で
は
、
休
業
中
の
所

得
を
補
償
で
き
な
い
」
と
の
認
識
が
強
い
よ

う
だ
。
ま
た
、
男
性
の
育
児
休
業
の
場
合
、

女
性
に
比
べ
短
期
間
に
な
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
「
年
次
有
給
休
暇
、
代
休
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
無
給
の
育
児
休
業
を
取
得
す

る
こ
と
は
困
難
が
あ
る
」
「
育
休
取
得
以
前

に
有
給
休
暇
を
余
ら
せ
て
い
る
（
有
給
休
暇

の
未
消
化
）
」
な
ど
と
、
短
期
間
の
育
児
休

業
に
つ
い
て
は
年
休
で
処
理
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
す
る
意
見
も
あ
っ

た
。 

 

ま
た
、
「
休
業
中
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
」
を

あ
げ
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。
「
一
般
的
に
、

基
幹
な
い
し
は
専
門
性
の
高
い
業
務
を
担
っ

て
お
り
、
代
替
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
が

簡
単
で
は
な
い
」
と
の
意
見
や
、
「
総
合
職

社
員
数
は
業
務
遂
行
に
必
要
最
小
限
の
人
数

で
あ
り
、
長
期
離
脱
さ
れ
る
と
部
内
他
者
の

負
荷
が
格
段
に
増
加
す
る
」
な
ど
と
、
と
く

に
「
代
替
要
員
の
確
保
」
の
難
し
さ
を
あ
げ

る
回
答
が
目
立
つ
。 

 

な
お
、
職
場
の
理
解
や
制
度
の
充
実
を
課

題
と
し
て
あ
げ
る
企
業
が
多
い
一
方
で
、
「
本

人
（
男
性
従
業
員
）
の
意
識
改
革
」
が
重
要

と
す
る
意
見
も
根
強
い
。
「
男
性
が
『
ど
う

し
て
も
休
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い

う
状
況
に
現
実
的
に
は

な
り
に
く
い
」
と
の
意

見
や
、
「
仕
事
を
長
期

に
休
む
こ
と
に
つ
い
て

の
罪
悪
感
の
払
拭
」
を

課
題
と
し
て
あ
げ
る
企

業
も
あ
る
。
た
と
え
制

度
面
を
充
実
さ
せ
て
も
、

最
後
は
「
本
人
の
取
得

意
思
が
鍵
」
と
の
意
見

だ
。
ま
た
、
「
本
人
や

家
庭
の
選
択
の
結
果
の

た
め
企
業
と
し
て
介
入

し
づ
ら
い
」
な
ど
の
課

題
も
目
立
つ
。
「
あ
く

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
の
事
情
等
を
踏
ま
え

た
対
象
者
自
身
の
判
断

に
委
ね
る
べ
き
」
で
、

「
男
性
・
女
性
の
区
別

を
会
社
と
し
て
考
え
る
」

こ
と
は
難
し
い
と
す
る

見
解
や
、
「
支
援
制
度

等
に
つ
い
て
は
整
備
し

て
い
く
が
、
最
終
的
に
は
個
々
人
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
あ
り
目
標
値
等
を
定
め
る
こ
と

は
困
難
」
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
促
進
の

た
め
の
対
策
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

一
七
・
四
％
が
「
対
策
を
と
っ
て
い
る
」
と

し
て
お
り
、
「
今
後
、
検
討
す
る
予
定
」
は

三
四
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ

を
、
過
去
一
年
間
で
男
性
の
育
児
休
業
の
対

象
が
い
た
企
業
と
対
象
が
い
な
か
っ
た
企
業

に
分
け
て
み
る
と
、
男
性
の
育
児
休
業
促
進

の
対
策
を
と
っ
て
い
る
割
合
は
、
男
性
の
育

児
休
業
対
象
が
い
た
と
す
る
企
業
の
ほ
う
が

対
象
が
い
な
い
と
す
る
企
業
に
比
べ
若
干
高 
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〈育児休業制度の拡充〉 
○保育所入所待機その他法令の要件に該当する正社員に対し、子が２歳に達するまでの間、育
児休業をすることができるようにする。 

○法定育児休業以外に「馴らし保育期間」１箇月間の育児休業期間延長。 
○育児期間中、両親が社内の場合途中交代を認める。 
〈出産休業後の原職復帰支援〉 
○育児休職・介護休職に関し、「原職復帰」を就業規則に明記。 
○育児休業者職場復帰プログラムの充実。 
○育児休職からのスムーズな復職を支援するための「復職支援webサイト開設」。 
○育児休業の休業期間及び職場復帰までの社内フォロー体制の確立。 
〈男性の休業取得促進や育児休暇制度の創設〉 
○男性のうち１名以上、女性の70％以上が育児休業を取得する。 
○配偶者出産時の男性の休暇取得者率を、現状から10％アップさせる。 
○計画期間内に、最低１名の男性社員による育児休業取得を図る。 
○男性社員が１人以上、育児休業を取得するために、「男子の育児休暇制度」を新設。 
○男性社員の育児休業取得促進をし、複数名取得を目指す。 
〈育児休業取得促進（制度周知、両立支援のプロジェクト設置、代替要員の確保、休業中の能
力開発支援、管理職研修など）〉 

○イントラネット等による育児支援制度の周知・徹底。 
○管理者研修等で育児休業制度の説明やジェンダーハラスメントについての講義を導入。 
○育児休業中の社員の職業能力開発及び向上のために、サポートシステムを導入。 
○両立支援に関する社内相談窓口の設置。 
○育児休業関連制度の取得促進（各営業本部ごと個別アクションプラン）。 
〈短時間勤務等（短時間勤務制度、始業・就業の繰上げ、繰り下げなど）〉 
○「３歳から小学校に入学するまでの子を持つ社員を対象とする育児休業制度」または「勤務
時間短縮等の措置に準じる措置」を制度化する。 

○フレックスタイム・短時間勤務制度の利用対象年齢を小学校就学前まで延長。 
○保育所送迎への配慮のため、正社員に対する始業・終業時刻の繰上げ・繰下げの措置を、子
の小学校に入学するまでの子を持つ者に拡大する。 

○子育てを行う社員の就労支援として、原則として所定労働時間をさせない措置について、適
用対象年齢を小学校就学前の子を養育する者に拡大する。 

○育児のための時間外勤務免除を１人以上が請求する。 
〈事業所内託児施設の設置〉 
○企業内保育所の設置。 
○子育て支援スペースの設置。 
〈子育てサービス費用の援助措置〉 
○主たる生計維持者が育児休業を取得する際に共済会から見舞金を支給し所得補助。 
○地域育児支援ボランティアを利用する社員への利用料補助。 
○親による子育て支援や長時間保育のための転居費用補助。 
〈子供の看護休暇の充実〉 
○子の看護休暇を有給で５日付与。 
○小学校１年次の夏季休暇終了日まで子供の看護のための休暇制度（年10日）を導入。 
○看護休暇について、半日単位の分割取得を可能とする。 
○半日休暇制度の取得回数制限を年10回から年12回に拡大する。 
○現行の傷病積立休暇制度を、本人の傷病から、同居している家族の看護のためにも休暇取得
できるよう、制度を刷新する。 

〈希望するものに対し勤務地・担当業務の限定措置〉 
○異動範囲を本人が選択できる制度の拡充。 
〈育児等で退職したものに対する優先的な再雇用制度〉 
○妊娠、出産、育児、介護を理由にして退職する者への再雇用特別措置の制度を導入。 
〈所定外労働時間の削減〉 
○職業生活と家庭生活の両立支援のため、総労働時間の短縮を計画的に進める。 
○一斉定時退社日の励行促進等を行い、企業内の意識啓発により所定外労働の削減。 
○労使一体となった時間外労働の削減のための取り組みの充実（全事業所で具体的施策を実施）。 
〈年次有給休暇の取得促進・休日出勤の削減〉 
○年次有給休暇取得率を現状４割から５割に引上げる。 
○年休取得率平均年間16日以上。 
○平成19年の年休取得率を平成16年に比べ、５％向上させる。 
〈テレワーク制度等の促進〉 
○在宅勤務の取得推進に向けた事例紹介、情報提供。 
○育児のための在宅勤務時における通信、セキュリティ環境の整備。 
〈地域での子供、子育てに関する地域貢献等（地域の児童に対する職場見学での協力）〉 
○地域の子供に対する会社施設見学等の受け入れ体制を整備し、積極的に受け入れる。 
〈若年者を対象とするインターンシップやトライアル雇用などの促進〉 
○インターンシップによる大学生の受入体制を整備し、内容の改善をはかり、大学や大学生の
ニーズにこたえることにより社会に貢献する。 

○次代を担う若年者の能力開発や適職選択による安定就労のため、支援対策を講じる。 
○子供のための文化、芸術活動、青少年の健全な育成を目指す活動支援の充実・強化。 

※行動計画を「すでに策定している」「今後、策定の予定」と回答した企業を対象に、 
　自由記述を集計して作成。 

行動計画の具体例（抜粋） 社数 
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図表9：次世代法の行動計画の具体例（n＝83、重複回答可） か
っ
た（
図
表
７
）。 

 

次
に
、
「
対
策
を
と
っ
て
い
る
」
「
今
後

、

検
討
す
る
予
定
」
と
回
答
し
た
企
業
に
つ
い

て
、
男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
促
進
策

の
具
体
的
な
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
自
由

記
述
）、「
社
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
し

制
度
内
容
の
周
知
・
啓
蒙
活
動
」
と
の
回
答

が
最
も
多
か
っ
た
（
具
体
的
な
対
策
例
に
つ

い
て
は
、
以
下
、
図
表
８
）。
周
知
・
啓
蒙

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
要
件
を
満
た
せ
ば

男
性
社
員
で
も
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
」

こ
と
を
あ
げ
る
企
業
が
多
く
、
ま
ず
は
「
男

性
で
も
取
得
可
能
な
こ
と
」
を
浸
透
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
職
場
や
本
人

の
意
識
を
変
え
る
た
め
、
「
管
理
職
を
対
象

と
し
た
研
修
」
を
あ
げ
る
企
業
も
目
立
つ
。

な
お
、
制
度
面
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
が
あ
る
一
方
で
、
男
性
の
育
児
休
業
の

場
合
、
実
績
や
モ
デ
ル
が
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
な
か
な
か
本
人
か
ら

の
申
請
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
一
種

の
『
モ
ニ
タ
ー
』
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
を

検
討
」
す
る
企
業
も
あ
っ
た
。 

   

次
世
代
法
へ
の
対
応 

  

約

四
割
の
企
業
が
「
認
定
」
を
希
望 

 

調
査
で
は
、
次
世
代
法
が
求
め
る
事
業
主

へ
の
行
動
計
画
の
策
定
へ
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
も
尋
ね
た
。
次
世
代
法
は
、
三
〇
〇
人

を
超
え
る
労
働
者
を
常
時
雇
用
す
る
事
業
主

に
対
し
て
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め

に
行
動
計
画
を
策
定
し
、
〇
五
年
四
月
一
日

以
降
速
や
か
に
、
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨

を
都
道
府
県
労
働
局
へ
提
出
す
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
（
三
〇
〇
人
以
下
の
企
業
に
対
し

て
は
努
力
義
務
）。
ま
ず
、
三
〇
一
人
以
上

の
義
務
づ
け
対
象
企
業
で
あ
る
か
ど
う
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
モ
ニ
タ
ー
企
業
に
は
大
企

業
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
回
答
企
業
で

は
、
「
義
務
づ
け
対
象
企
業
に
あ
た
る
」
と

す
る
企
業
が
九
四
・
六
％
だ
っ
た
。
次
世
代

法
の
行
動
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
は
、

義
務
づ
け
企
業
の
う
ち
、
「
す
で
に
策
定
し

て
い
る
」
と
す
る
企
業
が
八
〇
・
五
％
、
「
今

後
、
策
定
の
予
定
」
は
一
三
・
八
％
と
な
っ

て
い
る
（
な
お
、
「
義
務
づ
け
対
象
企
業
で

は
な
い
」
企
業
は
五
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
一

社
が
策
定
し
て
い
た
）（
１
）。 

 

行
動
計
画
を
「
す
で
に
策
定
し
て
い
る
」

「
今
後
、
策
定
の
予
定
」
と
回
答
し
た
企
業

に
つ
い
て
、
行
動
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
目
標
な
ど
を
自
由
記
述
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
育
児
休
業
取
得
促
進
」
に
か
か
わ
る
目
標

が
最
も
多
か
っ
た
（
以
下
、
詳
し
く
は
、
図

表
９
に
具
体
例
を
列
挙
）。
次
い
で
、「
男
性

の
休
業
取
得
促
進
や
育
児
休
暇
制
度
の
創
設
」

に
か
か
わ
る
目
標
や
、
「
短
時
間
勤
務
等
」

に
か
か
わ
る
目
標
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。 
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約

四
割
の
企
業
が
「
認
定
」
を
希
望 

 

次
に
、
行
動
計
画
の
期
間
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
「
二
年
」
が
四
三
・
四
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
、
「
三
年
」
が
二
六
・
五
％
、
「
五

年
」
が
二
一
・
七
％
と
続
い
て
い
る（
図
表

10
）。 

　
ま
た
、
次
世
代
法
で
は
、
行
動
計
画
の
目

標
を
達
成
す
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認

定
が
受
け
ら
れ
、
認
定
マ
ー
ク
を
広
告
、
商

品
等
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（
２
）。

そ
こ
で
、
「
認
定
」
を
申
請
す
る
考
え
の
有

無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「『
認
定
』
を
申
請
す

る
予
定
」
と
す
る
企
業
が
四
三
・
四
％
を
占

め
た
。「『
認
定
』
の
申
請
を
今
後
検
討
す
る

予
定
」
も
二
六
・
五
％
あ
る（
図
表
11
）（
３
）。 
 

こ
こ
で
「
認
定
」
の
申
請
予
定
別
に
行
動

計
画
の
期
間
を
み
る
と
、「『
認
定
』
を
申
請

す
る
予
定
」
と
す
る
企
業
で
は
、
七
二
・
二

％
が
「
二
年
」、
二
二
・
二
％
が
「
三
年
」

と
、
合
計
し
て
約
九
割
の
企
業
が
二
年
か
ら

三
年
の
期
間
で
設
定
し
て
い
た
。
一
方
、
「
『
認

定
』
の
申
請
は
考
え
て
い
な
い
」
と
す
る
企

業
で
は
「
五
年
」
が
四
一
・
七
％
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
る（
図
表
12
）。 

   

改
正
育
休
法
へ
の
対
応 

  

六
割
が
期
間
雇
用
者
の
雇
入
れ
時
に
明
示 

 

〇
四
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
育
児
・
介
護

休
業
法
に
よ
り
、
雇
用
の
継
続
が
見
込
ま
れ

る
一
定
の
範
囲
の
期
間
雇
用
者
に
ま
で
育
児
・

介
護
休
業
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
で
は
、
期
間
雇
用
者
に
対
し
て
、
一
定

の
条
件
が
整
え
ば
育
児
休
業
・
介
護
休
業
が

取
得
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
明

示
す
る
か
を
尋
ね
た
。
該
当
す
る
期
間
労
働

者
が
い
る
企
業
の
な
か
で
は
、
「
雇
い
入
れ

る
際
に
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
（
予
定
も
含

む
）
」
と
す
る
企
業
が
六
〇
・
二
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
該
当
者
が
出
た
場
合
に
申

し
出
に
基
づ
き
明
示
す
る
」
が
二
九
・
五
％

と
な
っ
て
お
り
、
「
特
段
に
明
示
は
し
な
い
」

は
八
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る（
図
表
13
）。 

  

〔
注
〕 

 

１
　
厚
生
労
働
省
が
二
〇
〇
五
年
七

月
一
五
日
に
発
表
し
た「『
一
般
事
業
主

行
動
計
画
策
定
届
』の
届
出
状
況（
六
月

末
現
在
）に
つ
い
て
」（http:// w

w
w
. 

m
h
lw

.go.jp/h
oudou/2005/07/ 

h0715-3.htm
l

）
に
よ
れ
ば
、
六
月
三

〇
日
現
在
で
、
全
国
の
三
〇
一
人
以
上

企
業
一
万
二
五
三
一
社
の
う
ち
、
行
動

計
画
策
定
届
の
届
出
状
況
は
七
四
五
三

社
で
、
届
出
率
は
約
六
割
（
五
九
・
五

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
三
〇
〇

人
以
下
企
業
の
届
出
数
は
八
一
一
社
で
、

合
計
八
二
六
四
社
が
行
動
計
画
策
定
届

を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

２
「
認
定
」
を
受
け
る
た
め
に
は
、

「
策
定
し
た
行
動
計
画
を
実
施
し
、
そ

れ
に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
」

な
ど
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
七
つ
の

認
定
基
準
の
す
べ
て
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
認
定
基
準
の
な

か
に
は
、
行
動
計
画
の
計
画
期
間
が
、

「
二
年
以
上
五
年
以
下
」
で
あ
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
「
認
定
を
希
望
す
る
事
業
主
の
方
へ
」 

（http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/general/ 

seido/koyou/jisedai/m
anual/dl/ 

05.pdf

参
照
）。 

　
３
　
厚
生
労
働
省
・
前
掲
注
１
に
よ
れ
ば
、
六
月

三
〇
日
現
在
で
、
届
出
企
業
の
う
ち
、
認
定
申
請
予

定
有
り
と
し
て
い
る
企
業
数
は
、
三
〇
一
人
以
上
企

業
で
一
八
〇
八
社
（
届
出
企
業
の
二
四
・
三
％
）
で

あ
り
、
三
〇
〇
人
以
下
企
業
で
は
二
六
二
社
（
届
出

企
業
の
三
二
・
三
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
届
出
企
業

の
四
社
に
一
社
が
認
定
を
目
指
し
て
い
る
、
と
し
て

い
る
。 
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仕
事
と
家
庭
両
立
策
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー 

資
生
堂
の
次
世
代
支
援
計
画 

調 査 部 
リポート 

　 　
法
律
を
上
回
り
、 

　
「
ソ
フ
ト
」
も
整
備 

　
一
三
〇
余
年
の
歴
史
を
誇
る
資
生
堂
は
、

株
式
会
社
設
立
以
来
、
「
男
女
す
べ
か
ら
く

働
く
べ
し
」
の
理
念
の
下
、
男
女
が
と
も
に

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
先
駆
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。 

 

そ
の
結
果
、
育
児
休
業
な
ど
子
育
て
に
関

係
す
る
諸
制
度
の
ほ
と
ん
ど
は
、
法
律
を
上

回
る
ま
で
に
充
実
し
た
。
今
年
四
月
に
施
行

さ
れ
た
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
で
、
要
件

を
満
た
せ
ば
一
年
六
カ
月
ま
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
育
休
も
、
同
社
で
は
子
が
三

歳
に
な
る
ま
で
取
得
可
能
（
第
二
子
以
降
取

得
す
る
場
合
は
通
算
五
年
ま
で
）。
子
が
一

歳
未
満
の
場
合
、
一
日
二
回
、
各
三
〇
分
以

上
の
育
児
時
間
を
請
求
で
き
る
と
法
定
さ
れ

て
い
る
育
児
時
間
も
、
同
社
社
員
な
ら
子
が

小
学
校
に
上
が
る
ま
で
一
日
に
二
時
間
以
内

の
範
囲
で
勤
務
を
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
を
持
つ

労
働
者
を
対
象
に
、
今
年
四
月
の
法
改
正
で

付
与
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
看
護
休
暇
（
無

給
）
に
つ
い
て
は
、
同
社
で
は
年
間
五
日
ま

で
、
勤
続
六
カ
月
以
上
の
有
期
契
約
社
員
を

含
む
全
社
員
が
有
給
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、
①
子
を
保
育
園
な
ど
に
預

け
る
社
員
に
毎
月
六
〇
〇
〇
円
を
上
限
に
補

助
す
る
な
ど
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
制
度
②
妊
娠

か
ら
職
場
復
帰
ま
で
の
流
れ
を
上
司
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
確
認
で
き
る
社

内
体
制
③
出
産
予
定
日
な
ど
を
入
れ
る
と
職

場
復
帰
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
講
座
な

ど
が
自
動
的
に
組
ま
れ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「w

iw
iw

（
ウ
ィ
ウ
ィ
）
サ

ー
ビ
ス
」
④
事
業
所
内
保
育
施
設
「
カ
ン
ガ

ル
ー
ム
汐
留
」
―
―
な
ど
、
魅
力
的
な
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
が
揃
う
。 

   

出
産
後

の
就
業
継
続
率
が 

　
九
七
％ 

 

同
社
は
顧
客
の
九
割
、
社
員
の
七
割
が
女

性
で
、
女
性
の
働
き
や
す
さ
が
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
る
コ

ス
メ
業
界
に
あ
っ
て
も
、
常
に
フ
ロ
ン
ト
ラ
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山極清子・CSR部次長 

ン
ナ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
き
た
。 

 
一
連
の
施
策
は
、
出
産
後
の
就
業
継
続
率

＝
九
七
％
と
い
う
結
果
を
導
き
出
し
て
い
る
。

管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
も
、
大
企
業
平

均
の
三
・
三
％
に
比
べ
一
一
・
七
％
と
群
を

抜
い
て
高
い
。
女
性
社
員
の
勤
続
年
数
は
、

平
均
を
六
年
以
上
上
回
る
一
七
・
二
年
ま
で

延
び
、
男
性
社
員
（
一
八
・
九
年
）
に
迫
る

勢
い
だ
。
し
か
し
、
男
性
の
育
休
取
得
は
多

く
な
く
、
女
性
の
社
員
数
比
率
（
約
七
三
％
）

か
ら
み
た
管
理
職
登
用
率
も
決
し
て
高
く
は

な
い
。
女
性
や
子
育
て
に
特
化
し
た
施
策
を

い
く
ら
充
実
さ
せ
て
も
、
社
員
全
体
の
働
き

方
が
旧
態
依
然
と
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
男

女
共
同
参
画
を
実
質
的
に
実
現
す
る
働
き
方

改
革
に
ま
で
つ
な
が
り
に
く
い
た
め
だ
。 

   

行
動
計
画

の
目
玉
は 

　
働
き
方
の
改
革 

 

こ
う
し
た
な
か
、
同
社
は
ち
ょ
う
ど
一
年

前
、
子
ど
も
が
い
る
・
い
な
い
に
係
わ
ら
ず

全
社
員
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

図
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に

着
手
し
た
。
人
事
部
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
で
た
た
き

台
を
作
成
し
、
労
使
の
意
見
を
調
整
。
重
点

課
題
を
「
社
内
風
土
の
醸
成
」
「
若
手
と
女

性
社
員
の
経
営
参
画
の
加
速
」
「
働
き
方
の

見
直
し
」
「
仕
事
と
出
産
・
育
児
の
両
立
支

援
」
―
―
の
四
点
に
絞
り
、
計
二
〇
の
柱
か

ら
な
る
「
男
女
共
同
参
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
重
点
課
題
の

後
者
二
つ
に
「
次
世
代
育
成
の
た
め
の
社
会

貢
献
」
を
加
え
た
も
の
を
、
「
資
生
堂
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
と
し
て
と
り
ま
と

め
た
。 

 

行
動
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
全

一
〇
本（
表
参
照
）。
よ
り
育
休
を
取
り
や
す

い
環
境
を
め
ざ
し
て
、
①
管
理
職
に
よ
る
妊

娠
か
ら
育
児
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強

化
（
評
価
項
目
の
一
つ
に
設
定
）
②
育
児
時

間
を
取
る
美
容
職
の
代
替
要
員
を
確
保
し
や

す
く
す
る
た
め
の
Ｏ
Ｇ
を
活
用
し
た
店
頭
応

援
団
の
整
備
③
育
児
時
間
取
得
者
が
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
原
職
復

帰
配
置
の
弾
力
的
運
用
―
―
な
ど
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
男
性
が
普
通
に
育
児
参
加
で
き

る
風
土
づ
く
り
に
向
け
て
、
「
子
の
出
産
日

以
降
、
連
続
二
週
間
の
範
囲
で
、
有
給
で
取

れ
る
短
期
育
児
休
業
制
度
の
設
置
」
や
「
男

性
の
育
児
体
験
談
を
聞
く
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」

を
予
定
。
さ
ら
に
〇
六
年
度
以
降
は
、
育
児

に
よ
る
退
職
を
防
ぐ
た
め
、
全
国
転
勤
コ
ー

ス
の
社
員
が
子
の
小
学
校
就
学
前
ま
で
な
ど

期
間
限
定
で
、
事
業
所
限
定
社
員
に
転
換
で

き
る
よ
う
に
す
る
「
コ
ー
ス
変
更
制
度
」
の

創
設
も
検
討
す
る
。 

 

行
動
計
画
の
目
玉
と
な
る
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、
昨
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
働

き
方
見
直
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
時
間
コ

ス
ト
意
識
の
徹
底
（
残
業
の
事
前
申
請
の
徹

底
、
部
下
の
仕
事
実
態
把
握
、
無
駄
な
資
料

削
減
な
ど
）
や
、
裁
量
労
働
制
度
の
拡
大
、

短
時
間
勤
務
や
隔
日
勤
務
、
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
や
自
宅
・
最
寄
支
社
を
利
用
し
た
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
場
所
で
の
在
宅
勤
務
―
―
な

ど
、
多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
制
度
の

検
討
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
と
く
に
在
宅
勤
務
に
関
し
て
は

、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
塾
で
、
ニ

チ
レ
イ
が
試
行
か
ら
本
格
導
入
に
切
り
換
え

た
モ
デ
ル
を
参
考
に
、
今
秋
に
も
試
験
展
開

を
試
み
る
方
針
」（
山
極
清
子
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
次

長
）
と
い
う
。 

   

多
様

な
働
き
方
と 

　
公
正
な
格
差
と
は 

 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く

行
動
計
画
は
、
そ
の
内
容
に
一
定
の
レ
ベ
ル

が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
事
業
主
が
自
社
の
現
状
を
把
握
し
、
よ
り

良
い
支
援
方
策
を
検
討
し
て
実
行
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
早
期
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
資
生
堂
の
よ
う
な
企
業
に
は
、
時

流
を
創
る
さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
挑
戦
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

行
動
計
画
を
め
ぐ
る
労
使
の
論
議
で
焦
点

の
一
つ
に
な
っ
た
の
は
、
多
様
な
働
き
方
を

す
る
社
員
を
認
め
る
こ
と
に
伴
う
公
正
な
処

遇
格
差
の
設
定
と
い
う
課
題
。
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
る
上
で
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
。
仕
事
と
個
人
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
は
人
に
よ
り
、
ま
た
同
じ
人
で
も
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
「
大
切
な
の
は
、
働
き
方
の
選
択
肢

が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
方
で
（
労

使
が
）
納
得
で
き
る
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
働
き
方
を
事
情
に
応
じ
て
変

更
す
る
仕
組
み
が
存
在
す
る
こ
と
」（
同
氏
）。

 

働
き
方
の
多
様
化
は
、
処
遇
の
多
様
性
を

認
め
る
こ
と
が
前
提
条
件
に
な
る
。
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
、
労
使
に
多

様
な
社
員
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
の

検
討
を
迫
っ
て
く
る
。 

 

行
動
計
画
で
「
短
期
間
育
児
休
業
」
と
い

う
選
択
肢
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
三

カ
月
間
で
男
性
の
育
休
取
得
者
は
四
人
に
増

え
た
。
男
性
社
員
を
含
め
た
積
極
的
な
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
よ
り
、

資
生
堂
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
サ

イ
ク
ル
（
図
参
照
）
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
個
人
裁

量
時
間
の
創
出
↓
自
己
実
現
へ
の
時
間
投
資

↓
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
（
生
活
者
と
し

て
の
感
性
の
高
ま
り
）
↓
仕
事
に
反
映
し
て

成
果
を
出
す
―
―
と
い
う
好
循
環
だ
。
他
方
、

同
社
は
今
後
二
年
間
で
、
若
手
、
女
性
の
経

営
参
画
も
加
速
さ
せ
る
考
え
だ
。
従
前
の
管

理
職
と
は
別
に
、
「
リ
ー
ダ
ー
」
の
定
義
を

構
築
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
ポ
ス
ト
の
選
定
と
ポ

ス
ト
ご
と
の
責
任
、
権
限
、
処
遇
の
再
構
築

を
進
め
て
い
る
。 

   

次
世
代
支
援

は 

　
持
続
的
発
展
に
不
可
欠 

 

「
男
女
差
を
乗
り
越
え
る
の
に
躍
起
に
な

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
う

慣
習
は
ど
の
企
業
に
も
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、

そ
ん
な
こ
と
で
は
も
う
、
業
績
向
上
は
望
め

な
い
時
代
。
次
世
代
育
成
支
援
は
、
一
時
的

な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
と
な
っ
て
も
今
後
の

持
続
的
発
展
に
欠
か
せ
な
い
」
（
同
氏
）
。 

 

「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
汐
留
」
に
は
、
今
日
も

資
生
堂
の
ほ
か
ニ
チ
レ
イ
な
ど
、
と
も
に
次

世
代
育
成
支
援
を
進
め
よ
う
と
す
る
先
進
企

業
か
ら
、
定
員
の
半
数
近
く
の
子
ど
も
た
ち

が
集
う
。
企
業
の
次
世
代
育
成
支
援
は
、
男

女
の
働
き
方
改
革
、
さ
ら
に
働
き
方
の
多
様

化
を
進
め
る
人
材
管
理
戦
略
の
重
要
な
位
置

を
占
め
る
。
そ
し
て
、
企
業
間
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
相
乗
効
果
が
、
各
企
業

の
発
展
を
後
押
し
す
る
。
そ
う
し
た
、
新
た

な
循
環
も
生
み
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 
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ワーク・ライフ・バランスは 
コスト増につながらない 

資生堂取締役 
「ワーク・ライフ・バランス塾」塾長 

岩田喜美枝氏に聞く 

事業所内保育施設「カンガルーム汐留」 

 

　
異
業
種
間
勉
強
会
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
塾
」
で
、
塾
長
を
務
め
る
資
生
堂
取
締

役
の
岩
田
喜
美
枝
氏
に
、
企
業
経
営
に
お
け
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
方
策
の
意
義
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。 

  

育
休
・
短
時
間
勤
務
は 

　
企
業
の
負
担
生
ま
ず 

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
次
世
代
育

成
支
援
と
言
う
と
き
、
思
い
込
み
を
改
め
次
の

四
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
一
つ
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
方
策
の
導
入
は
、

基
本
的
に
は
費
用
の
か
か
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
理
解
。
確
か
に
、
事
業
所
内
保
育
施
設
な

ど
一
定
の
費
用
が
か
か
る
手
法
も
あ
る
が
、
こ

れ
は
む
し
ろ
例
外
的
だ
。
例
え
ば
育
児
休
業
の

取
得
や
短
時
間
勤
務
を
認
め
る
こ
と
は
コ
ス
ト

増
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
育
児
・
介
護
休
業
法

で
も
、
休
業
期
間
や
勤
務
短
縮
分
は
有
給
と
す

る
こ
と
は
求
め
て
い
な
い
。
ノ
ー
ワ
ー
ク
・
ノ

ー
ペ
イ
の
原
則
上
、
当
然
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
休

業
取
得
者
の
代
替
に
派
遣
、
契
約
社
員
な
ど
を

雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
煩
雑
さ
は
あ
る
。
し

か
し
、
取
得
者
の
休
業
中
に
浮
い
た
賃
金
で
ま

か
な
え
る
の
だ
か
ら
、
負
担
に
は
な
ら
な
い
は

ず
だ
。 

 

二
つ
め
に
大
切
な
の
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
や
次
世
代
育
成
支
援
は
、
①
社
員
を

大
事
に
す
る
会
社
と
い
う
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向

上
②
入
社
志
望
者
の
質
の
向
上
③
社
員
の
定
着

に
よ
る
訓
練
費
用
の
投
資
効
率
ア
ッ
プ
―
―
な

ど
に
役
立
つ
と
い
う
理
解
だ
。
例
え
ば
弊
社
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
働
き
方

を
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
姿
勢
を
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

レ
ポ
ー
ト
や
社
内
報
で
積
極
的
に
発
信
し
て
き

た
。
こ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
〇
六
年
の
定
期
採
用

（
今
春
実
施
）
に
は
一
五
〇
人
の
採
用
枠
に
対

し
、
な
ん
と
四
万
人
以
上
も
の
応
募
が
あ
っ
た
。

仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
会
社
、
そ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
が
優
秀
な
学
生
を
引
き
つ
け
た
に
違

い
な
い
。 

 

三
つ
め
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
女

性
社
員
は
も
ち
ろ
ん
男
性
社
員
も
、
二
〇
、
三

〇
代
と
五
〇
、
六
〇
代
で
は
価
値
観
が
ま
っ
た

く
異
な
る
と
い
う
現
実
だ
。
若
い
世
代
の
間
で

は
、
男
女
に
関
係
な
く
、
仕
事
も
仕
事
以
外
の

生
活
も
両
方
大
事
に
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

非
常
に
高
い
。
政
府
の
調
査
で
も
、
た
と
え
賃

金
や
昇
進
を
多
少
、
犠
牲
に
し
た
と
し
て
も
仕

事
と
家
庭
を
両
立
す
る
生
き
方
を
望
む
男
性
が

多
数
派
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
は
豊
か
に
な
っ
た
。
初
任
給
が
よ
り
高
い

会
社
に
就
職
し
よ
う
と
す
る
時
代
は
終
わ
り
、
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社
員
の
ニ
ー
ズ
の
ウ
ェ
ー
ト
は
自
ら
の
望
む
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
か
否
か
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
。
社
員
の
就
業
意
識
が
変
化
し
て

い
る
以
上
、
そ
れ
を
合
理
的
に
充
足
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
の
は
企
業
の
務
め
だ
ろ
う
。 

   

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が 

 

企
業
成
長

の
源
泉
に 

　
最
後
に
強
調
し
た
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
は
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
経
営

の
考
え
方
が
、
企
業
の
成
長
の
源
泉
に
な
っ
て

く
る
と
い
う
理
解
が
重
要
と
い
う
こ
と
だ
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
属
性

や
価
値
観
、
発
想
な
ど
社
員
構
成
を
多
様
に
す

る
経
営
戦
略
の
こ
と
。
も
は
や
作
れ
ば
作
る
だ

け
売
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
で
は
な
く
な
っ
た
現

在
、
既
存
の
価
値
を
超
え
る
新
た
な
価
値
を
い

か
に
作
り
出
す
か
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
も
中

途
採
用
も
良
い
だ
ろ
う
。
だ
が
ま
ず
は
既
に
雇

用
し
て
い
る
個
々
の
社
員
が
、
会
社
以
外
の
例

え
ば
育
児
、
家
庭
生
活
、
個
人
の
趣
味
や
生
涯

学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
係
わ
り
―
―
な
ど
を
通
じ
て
、
経
験

や
人
脈
を
養
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

社
員
の
多
様
性
は
、
社
員
の
仕
事
以
外
の
生
活

か
ら
得
ら
れ
る
も
の
。
社
員
の
多
様
な
価
値
観
・

情
報
・
人
脈
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
、
企
業
と
し

て
の
新
し
い
価
値
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
企
業
の
成
長

の
源
泉
で
あ
り
、
同
時
に
個
々
の
社
員
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
解
の
一
つ
だ
と
思
う
。
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
は
、
原
則
、
行
動
計
画
の

策
定
を
企
業
の
自
主
性
に
委
ね
て
い
る
の
で
、

形
式
的
に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

し
か
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
方
策

の
本
質
を
見
極
め
、
こ
れ
を
積
極
的
に
人
的
資

源
管
理
戦
略
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
企

業
こ
そ
が
、
今
後
伸
び
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

   

必
要

な
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有 

 

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
塾
」
の
そ

も
そ
も
の
ね
ら
い
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
方
策
の
必
要
性
を
多
く
の
企
業
に
気
付

い
て
も
ら
い
、
い
か
に
自
社
で
実
現
し
て
も
ら

う
か
に
あ
る
。
こ
う
い
う
も
の
は
な
か
な
か
実

験
が
難
し
い
。
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
見
出

し
、
自
社
に
適
合
さ
せ
つ
つ
真
似
る
の
が
近
道

だ
。
同
塾
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
で
運
営
し
て
お
り
、

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
は
い
え
普
通
な
ら
社

外
秘
に
す
る
よ
う
な
人
事
労
務
担
当
者
の
つ
ま

ず
き
や
苦
労
話
な
ど
も
積
極
的
に
紹
介
し
て
頂

い
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
情
報
を
共
有
で
き
る

の
が
何
よ
り
の
強
み
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、
弊

社
が
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
在
宅
勤

務
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
事
例
か
ら

こ
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
。
同
社
は
当
初
、
育
児

休
業
復
帰
後
か
ら
、
子
が
小
学
校
に
上
が
る
ま

で
の
社
員
を
想
定
し
て
在
宅
勤
務
制
度
を
構
築

し
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
ニ
ー
ズ
は
子
が
小
学

生
程
度
の
社
員
に
偏
っ
て
い
た
と
い
う
。
理
由

を
聞
い
て
納
得
し
た
が
、
小
さ
い
子
が
周
り
で

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
よ
う
な
環
境
で
は
仕
事
が

で
き
る
は
ず
も
な
い
。
学
校
に
送
り
出
し
、
下

校
後
は
お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
て
ま
た
遊
び
や
塾

に
送
り
出
し
て
―
―
と
い
う
の
が
可
能
な
程
度

に
ま
で
子
が
成
長
し
て
初
め
て
で
き
る
も
の
な

の
だ
ろ
う
。 

 

日
本
の
企
業
の
多
く
が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ッ
ド
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
方
策
も
現
実
味
を
帯
び
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
同
塾
に
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
船
橋
市
や
港
区
な
ど
の
自

治
体
も
参
加
し
て
い
る
が
、
中
で
は
独
自
に
（
自

治
体
主
宰
で
）
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

塾
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
よ
う

だ
。
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
す
る
こ
う

し
た
集
合
体
は
、
例
え
ば
地
域
ご
と
や
業
界
ご

と
に
あ
っ
て
も
い
い
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
方
策
に
限
ら
ず
、
広
く
い
ろ
い
ろ
な
テ

ー
マ
で
事
例
を
共
有
で
き
る
集
合
体
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
で
き
れ
ば
、
ゆ
く
ゆ
く
は
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
の
日
本
型
モ
デ
ル
の
追
求
に
役
立

つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

（
聞
き
手
＝
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 


